
県では、「日本一健康な土づくり運動」の一環として、平成24年度から、県内の生産者の
模範となる高度な土づくりに取り組む生産者を「あおもり土づくりの匠」として認定し、地域の
生産者に自身の土づくり技術の指導や研修会での講師、消費者等に対する土づくりや「環境
にやさしい農業」などのＰＲ、情報発信などの役割を担っていただいております。

＜令和６年３月発行＞

野呂 修聖 氏（つがる市）【大豆講習会】

青森県の「健康な土づくり」をリードする

横山 英樹 氏（藤崎町）【青天の霹靂講習会】 相内 洋夫 氏（南部町）【野菜専門技術強化研修】

寺澤 和夫 氏  (七戸町）【切りいも講習会】

た く み

　 県では、「匠」を講師とした研修会、新規就農者や消費者団体などの現地視察・交流会
など、様々なニーズに応じて「匠」の派遣を行っています。
　詳しくは、青森県 農林水産部 食の安全・安心推進課まで、お気軽にお問合せください。

　 （「匠」の派遣や講師依頼について、希望者側の費用負担はありません）
　  青森県 農林水産部 食の安全・安心推進課　TEL︓017-734-9352  FAX︓017-734-8086



※敬称略■耕種農業部門

① 水稲、大豆、アスパラガス、にんにく 等
② 微生物を利用した土づくり等を実践しながら、GLOBALG.A.P.、有機

JASなどの第三者認証を取得
「くろいし有機農業推進協議会」を設立するなど地域農業の発展と活 
性化に大きく貢献

① 水稲、りんご、アスパラガス、かぼちゃ 等
② 稲わら全量すき込みによる土づくりや紙マルチ栽培による水田雑草防除
などに取り組み、県特別栽培農産物認証を取得
田舎館村稲華会の会長として良食味米生産と環境に配慮した農業

生産の両立に尽力

① 水稲、飼料用米、大豆
② 牛ふん堆肥の施用による土づくりを行い、水稲で県特別栽培農産物認
証を取得
西北地域の若手農業者で組織する「津軽米づくりネットワーク協議会」
の事務局長を務め、稲わらの有効利用など地域の米づくりをけん引

① キャベツ
② 土壌診断に基づく適正施肥と鶏ふん堆肥を積極的に活用した土づくり
に取り組み、キャベツの高品質安定生産を実現
 地元農協の野菜振興会の役員を務め、土づくりを基本とした環境にやさ
しい農業の普及拡大に貢献

（①主な品目 ②取組内容等）

佐藤 拓郎（黒石市） （株式会社アグリーンハート）
さとう  たくろう

白戸 卓郎（田舎館村）（田舎館村稲華会）
しろと   たくろう

さかいや  かずさと

境谷 一智（五所川原市）（有限会社豊心ファーム）

あいさか  ひでき

相坂 英輝（おいらせ町）



青森県では、すべての農業者が「健康な土づくり」に取り組むことを目指す「日本一
健康な土づくり運動」を、平成19年度から展開しています。

作物が良好に育つ土壌環境づくりのため、土壌診断に基づき、堆肥などの有機質
資材や土壌改良資材を適正に施用し、深耕や輪作などを組み合わせた適切な管理
を行うことで、土壌の「物理性・化学性・生物性」のバランスがとれた土をつくることです。

■耕種農業部門
１ 土壌診断や堆肥等の有機質資源を活用し、良質な農産物を安定的に生
産しており、他の生産者の模範となるような技術や知識を有している。
２ エコファーマーや県認証特別栽培農産物生産、 有機JAS農産物生産、
GAP認証取得のいずれか又はこれらの栽培基準等に準じて取り組んでいる。

■ 畜産農業部門
１ 良質な堆肥を生産・供給している。
２ 生産した堆肥が地域の生産者に利用されている。

※「日本一健康な土づくり運動」の詳細については、青森県ホームページをご覧ください。
 https://www.pref.aomori.lg.jp/sangyo/agri/2008-0710_tutidukuri_top.html

「健康な土づくり」とは︖

※畜産堆肥をお探しの方、耕種農業者との連携を深めたい方は、(一社)青森県畜産協会
にお問合せください。 https://aomori.lin.gr.jp

県内で生産されている畜産堆肥の流通や利用促進について、一般社団法人青森県
畜産協会では、県と連携して以下の活動をしています。

畜産堆肥の
生産・利用に関する相談
展示会の開催
生産者情報の公開
成分分析

青森県産品ＰＲキャラクター
決め手くん

※青森県農業・就農情報サイト「農なび青森」に 土と堆肥のひろば のページを開設しました
ので、御活用ください。



「あおもり土づくりの匠」は、令和６年３月現在、耕種農業者７７名、畜産農業者８名の合計８５名となっています。




